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地産地消の推進について



農林水産部食の安全・地産地消課 

 

地産地消の推進について 

 

１ 「ふくおか農林漁業応援団」づくり 

食や食を支える農林水産業への理解を深め、県産農林水産物の利用拡大を図るため、「応

援団」の登録・認定を推進 

（１）ふくおか地産地消応援ファミリー 

県産農林水産物を積極的に購入し、農林水産業を応援する家庭 

登録数：43,144 世帯（令和２年９月末現在） 目標：50,000 世帯（令和３年度） 

（２）ふくおか地産地消応援の店 

年間を通じて、県産農林水産物を使用する飲食店、惣菜店等 

認定数：1,609 店舗（令和２年９月末現在）  目標：1,700 店舗（令和３年度） 

（３）ふくおか農林漁業応援団体 

県産農林水産物の利用拡大や、農山漁村の活性化に貢献する企業・団体 

登録数：549 団体（令和２年９月末現在） 

 

２ ふくおか農林漁業体験ツアーの実施 

地産地消応援ファミリーを対象に、野菜・果物の植付けや収穫、椎茸の駒打ち等の林業、

酪農、漁業等を実際に体験するツアーを実施。平成 23 年度から令和元年度まで計 300 回、

延べ 12,000 人以上が参加。令和２年度は、９月から３月までの間に 20 回を予定。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 地産地消フェア 

11 月の「食育・地産地消月間」に「地産地消フェア」を開催。令和元年度は、飲食店で

の県産農林水産物を使ったメニューの提供（339 店舗）や、量販店での県産食材コーナーを

設置（132 店舗）。令和２年度の実施内容は、別紙のとおり。 

 

【参考】「ふくおかの食で健康メニュー」の活用 

  大学と連携し、県産農林水産物を活用し、ライフステージご

との健康課題に対応する健康メニューを作成。全 128 メニュー

（１メニューは１食分の献立）。 

メニューはＨＰやクックパッドに掲載。 

 

柿の収穫体験 酪農体験 海苔の手すき体験 

「中高年×メタボリックシンドローム」 

のメニュー 
Cookpad「福岡県のキッチン」 










